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市政モニターアンケート結果(速報） 



市政モニターアンケートについて 

 調査項目 

公共交通の利用状況 

路線バスへの公費負担に対する意識 

市の施策（おでかけ応援バスや乗合タクシー等）に対する認知度や理解度   など 

調査対象 市内在住、在勤、在学の18歳以上 

調査数 494人 （1071人の応募者から区域・性別・年齢などを考慮したうえ抽選） 

調査方法 インターネット回答 356人、郵送回答 138人 

調査期間 平成29年9月中旬～下旬 

 調査方法 

有効回収数 477票 

回収率 96.6% 

 回収結果 

市政の重要な課題や市民生活に関係の深い問題などに関して、市民意識を迅速に把握し、 

市政の効率的かつ合理的な運営に役立てるため、アンケート調査により実施するモニター制度 

 概要 
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市政モニターアンケート結果（抜粋） 

 主な移動手段 

鉄道 

24.1% 

路線バス 

6.3% 

阪堺電車 

0.8% 自分で運転する

車・バイク 

29.6% 

家族や知人等が運

転する車 

6.5% 

自転車 

28.7% 

その他 

1.7% 

無回答 

2.3% 

 公共交通の利用目的 

47.0% 

41.3% 

29.1% 

17.0% 

13.8% 

8.8% 

9.0% 

0.2% 

飲食や娯楽 

仕事・通勤・通学 

日常的な買い物 

通院やリハビリ 

役所、郵便局、銀行等での

手続き 

習い事 

その他 

無回答 

約3割の方が公共交通と回答している一方、 

6割以上の方が公共交通以外と回答しており、 

継続的な公共交通の利用促進が必要 

（複数回答） 

「飲食や娯楽」が47.0%と最も多く、次いで「仕

事・通勤・通学」が41.3%、「日常的な買い物」が

29.1%となっている 
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市政モニターアンケート結果（抜粋） 

 路線バスへの公費負担に対する意識 

路線バスの利便性を今より向上させるためなら、 

市の費用負担が増えてもよい 

26.6% 

生活に最低限必要な路線維持のための赤字 

補てん程度であれば、市が費用負担してもよい 

41.1% 

収益の悪い路線は減便や廃止もやむを得ないため、 

市は費用負担しないほうがよい 

15.1% 

利用者や沿線住民にも 

費用負担を求めていくべき 

6.3% 

わからない 

5.7% 
その他 

5.0% 

無回答 

0.2% 

約7割の方が公費負担に肯定的である一方、約2割の方が公費負担に否定的である 
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市政モニターアンケート結果（抜粋） 

 公共交通施策の認知度 

27.0% 

71.7% 

80.7% 

75.1% 

38.6% 

73.0% 

28.1% 

19.1% 

24.9% 

61.4% 

0.2% 

0.2% 

バスロケーション 

システム 

ICカードシステム 

ノンステップバス 

おでかけ応援制度 

堺市乗合タクシー 

知っている 知らない 無回答 

バスロケーションシステムについては約7割、 

堺市乗合タクシーについては約6割が「知らない」 

と回答しており、さらなる広報が必要 

 公共交通施策への公費負担の理解度 

50.1% 

68.3% 

74.8% 

52.0% 

27.7% 

16.4% 

14.0% 

21.8% 

22.2% 

15.1% 

11.1% 

26.0% 

0.2% 

0.2% 

バスの高度化 

ノンステップバス 

おでかけ応援制度 

堺市乗合タクシー 

必要だと思う 必要ないと思う わからない 無回答 

ノンステップバスとおでかけ応援制度については

約7割、バスの高度化と堺市乗合タクシーについ

ては約半数の方が公費負担に理解を示している 

5 



市政モニターアンケート結果（抜粋） 

 バス運行情報の認知経路 

42.3% 

41.3% 

35.8% 

14.9% 

12.2% 

8.4% 

1.5% 

0.8% 

案内板やバス停の標柱等に貼

り付けてある路線図や時刻表 

バス会社のホームページ 

インターネットの時刻表検索 

サイトや乗り換え案内サイト 

どこからも入手していない 

バス会社の印刷物 

家族・友人・知人等に 

教えてもらう 

その他 

無回答 

（複数回答） 

 公共交通施策の認知経路 

58.9% 

23.5% 

22.6% 

15.3% 

14.3% 

10.3% 

9.2% 

1.3% 

0.6% 

広報さかい・市のホームページ 

家族・友人・知人との会話 

どこからも入手していない 

ポスター・リーフレット 

新聞・雑誌・ミニコミ誌 

（タウン誌、コミュニティ誌等） 

自治会からの回覧等 

インターネット 

その他 

無回答 

（複数回答） 

約6割の方が広報さかい・市のホームページか

ら情報を入手しており、広報手段として有効で

あることがうかがえる 

案内板や標柱等の現地案内と並んで、バス会

社のホームページや検索・案内サイト等のイン

ターネット上から情報を入手している人も多い 
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